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議員12人が一般質問

豊間根彪議員

環境衛生

ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
の
現
状
と
対
策

監
視
体
制
を
強
め
防
止
に
努
め
る

少子化対策

町
独
自
の
新
年
度
対
策
は

支
援
総
合
窓
口
の
設
置
を
予
定

質
問

①
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
の
現
状
と

そ
の
対
策
は
ど
う
か
。
不
法

投
棄
に
要
し
た
費
用
は
。

②
家
庭
ご
み
、
事
業
系
ご
み
は

ど
の
よ
う
に
区
別
収
集
し
て

い
る
か
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ

の
業
者
名
と
収
集
料
金
は
ト

ン
当
り
い
く
ら
か
。

③
し
尿
汲
み
取
り
業
者
の
料
金

は
適
正
に
徴
収
さ
れ
て
い
る

か
。
ま
た
、
そ
の
指
導
は
。

④
産
廃
と
し
て
不
要
自
動
車
の

野
積
が
豊
間
根
地
内
に
一
千

台
程
放
置
さ
れ
て
い
る
。
県

は
条
例
で
そ
の
対
策
に
あ

た
っ
て
い
る
が
、
町
は
ど
の

よ
う
な
連
携
で
そ
の
対
策
に

あ
た
っ
て
い
る
か
。

沼
崎
町
長

①
町
公
衆
衛
生
組
合
連
合
会
や

関
係
機
関
、
団
体
の
協
力
で

年
々
向
上
し
て
い
る
が
、
よ

り
監
視
体
制
を
強
め
防
止
に

努
め
る
。
不
法
投
棄
の
費
用

は
十
月
末
で
十
三
万
八
千
円

を
要
し
て
い
る
。

②
一
般
廃
棄
物
収
集
業
者
は
山

田
清
掃
社
、
芳
賀
清
掃
社
、

マ
ル
ヨ
産
業
運
送
、
三
陸
清

掃
社
の
四
社
で
、
収
集
費
用

は
一
�
当
り
九
千
四
百
八
十

三
円
で
町
が
負
担
し
て
い

る
。
事
業
系
ご
み
は
、
家
庭

ご
み
の
業
者
に
大
和
食
品
を

加
え
た
五
社
で
収
集
料
金
は

商
店
な
ど
事
業
者
の
負
担
。

③
し
尿
汲
み
取
り
業
者
は
四
社

で
、
料
金
は
適
正
と
思
わ
れ

る
。

④
使
用
済
み
自
動
車
の
野
積
み

は
豊
間
根
地
内
だ
け
で
、
担

当
は
県
で
あ
り
、
連
携
を
密

に
し
、
情
報
交
換
に
努
め
る
。

質
問

少
子
化
対
策
に
国
は

抜
本
的
な
法
改
正
を
し
、
国
民

で
子
育
て
を
す
る
よ
う
で
あ
る

が
、
国
県
の
少
子
化
対
策
の
具

体
的
な
通
達
な
ど
が
あ
っ
た
か
。

ま
た
、
町
独
自
の
新
年
度
の
対

策
は
ど
の
方
向
に
あ
る
か
問
う
。

沼
崎
町
長

少
子
化
社
会
を

向
か
え
国
に
お
い
て
は
、
平
成

十
二
年
度
か
ら
新
エ
ン
ゼ
ル
プ

ラ
ン
を
策
定
、
地
域
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
の
整
備
、
延
長
保

育
や
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
推

進
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。
こ

の
計
画
は
、
平
成
十
六
年
度
ま

で
で
、
今
年
七
月
次
世
代
育
成

支
援
対
策
推
進
法
が
平
成
十
七

年
度
か
ら
十
年
間
の
時
限
立
法

と
し
て
成
立
、
公
布
さ
れ
た
旨

県
よ
り
通
知
が
あ
っ
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
県
、
国
、
地

方
公
共
団
体
、
企
業
等
が
一
体

と
な
っ
て
、
子
育
て
機
能
の
再

生
を
図
る
た
め
に
、
地
方
公
共

団
体
や
企
業
は
子
育
て
や
家
庭
、

仕
事
の
両
立
な
ど
に
関
し
行
動

計
画
を
策
定
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
な
ど
が
定
め
ら
れ
て

い
る
。
新
年
度
本
町
は
、
子
育

て
支
援
情
報
、
支
援
総
合
窓
口

の
設
置
、
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
の

実
施
な
ど
を
予
定
し
て
い
る
。

ゴミの減量化と資源の有効利用の
ため分別収集は大事なことです
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田村剛一議員

都市計画

大
丈
夫
か
区
画
整
理
と
病
院
建
設

４
年
間
延
長
・
他
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
見
直
し

衆 院 選

投
票
率
低
下
政
治
不
信
で
は

向
上
の
た
め
啓
発
に
努
め
る

質
問

町
民
の
間
で
「
土
地

区
画
整
理
事
業
が
四
年
く
ら
い

の
び
そ
う
だ
」
と
い
わ
れ
て
い

る
。
こ
れ
は
事
実
か
。
他
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
は
ど
う
か
。

県
立
山
田
病
院
の
移
転
改
築

に
つ
い
て
、
規
模
、
診
療
科
目
、

医
師
、
施
設
設
備
な
ど
、
町
民

が
望
む
町
の
中
核
病
院
に
ふ
さ

わ
し
い
体
制
が
と
ら
れ
る
か
。

沼
崎
町
長

土
地
区
画
整
理

事
業
は
、
平
成
十
年
三
月
か
ら

十
年
計
画
で
ス
タ
ー
ト
。
計
画

ど
お
り
十
年
で
完
了
す
る
に

は
、
各
年
度
十
億
円
を
超
す
事

業
費
が
必
要
。
現
下
の
財
政
状

況
で
は
、
事
業
費
確
保
も
難
し

く
、
山
田
病
院
新
築
の
関
わ
り

な
ど
か
ら
、
四
年
間
延
長
す
る

こ
と
で
調
整
し
て
い
る
。
他
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
も
見

直
し
作
業
を
進
め
て
い
る
。

山
田
病
院
に
つ
い
て
は
、
用

地
取
得
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、

計
画
ど
お
り
進
む
も
の
と
考
え

て
い
る
。
診
療
体
制
、
医
師
確

保
な
ど
に
つ
い
て
は
、
本
町
の

中
核
病
院
の
役
割
を
担
え
る
よ

う
、
医
療
局
、
岩
手
医
大
に
要

望
し
て
い
る
。

質
問

町
の
議
会
で
も
県
立

病
院
の
充
実
を
求
め
行
動
を
起

す
こ
と
に
し
て
い
る
。
町
当
局

と
し
て
も
強
力
な
運
動
を
展
開

し
て
は
ど
う
か
。

横
田
保
健
福
祉
課
長

町
と

し
て
も
町
民
と
一
体
に
な
り
運

動
を
進
め
る
た
め
、
町
民
の
署

名
活
動
を
行
い
た
い
。

質
問

先
の
衆
院
選
の
投
票

率
は
、
全
国
的
に
低
下
し
た
。

中
で
も
本
町
は
、
前
回
の
投
票

率
を
著
し
く
下
回
っ
た
。
こ
の

結
果
を
町
長
、
町
選
挙
管
理
委

員
長
は
ど
の
よ
う
に
分
析
さ
れ
、

今
後
に
い
か
そ
う
と
し
て
い
る

か
。

和
合
選
挙
管
理
委
員
長

指

摘
の
と
お
り
衆
院
選
の
投
票
率

は
比
例
代
表
で
五
・
二
八
％
、

小
選
挙
区
で
五
・
二
五
％
と
県

下
で
も
二
番
目
に
投
票
率
を
下

げ
た
。
大
変
残
念
に
思
っ
て
い

る
。投

票
率
が
低
下
し
た
の
は
、

前
回
の
投
票
率
が
県
内
で
も
比

較
的
高
か
っ
た
こ
と
と
、
投
票

日
が
雨
模
様
だ
っ
た
こ
と
が
考

え
ら
れ
る
。
今
後
、
投
票
率
向

上
の
た
め
、
啓
発
に
努
め
た
い
。

質
問

背
景
に
政
治
不
信
が

な
け
れ
ば
よ
い
が
と
思
う
が
、

選
挙
運
動
に
か
か
わ
っ
た
町
長

と
し
て
の
見
解
は
。

沼
崎
町
長

政
治
不
信
と
は

関
係
な
い
と
思
う
。
国
政
選
挙

な
の
で
コ
メ
ン
ト
す
る
立
場
に

な
い
。

厳しい財政状況により工事のおくれが
心配「柳沢北浜地区土地区画整理事業」

県下でも２番目に投票率を下げた衆院選


